
広報くしもと 9月号 （毎月 1回／1日発行）

・ 星遷后駆
地裳・津波の基礎知識 (P. 2) 

まちの出来事 (P. 6) 

よろこびかなしみ (P. 70) 

保健センターだより (P. ll) 

お知らせ記事 (P.12) 

高校野球県大会串本高校が30年ぷりのベスト4

第90回全国高校野球選手権記念和歌山大会において、串本高校が30年ぶりのベスト 4に進出しました。準決勝で

の智弁学園との試合では残念ながら敗れましたが、応援席からは選手に対し大きな歓声と拍手が送られました。

写真は試合後、応援席の前で整列する串本高校野球部。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,625人 ・男性…… 9,100人 ・女性…… 10,525人 ・世帯数…… 9,31ワ世帯

（平成20年8月1El硯在）
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【図①】過去の東海・東南海・南海地震

［図(5)】 ［図(4)】 ［図(3)】

字

※図③→④→⑨→③→④→(5)の順序で繰り返し地雲が発生します。

南海トラフでは、約100年～150年関闘で繰り返し巨大地震が発生しています。
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出典： 「土液防災マ／プ」出木町作成

近
い
将
来
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
束
＇
田
海
・
南
海
地
震
、
今
後
叩
年

以
内
の
発
生
確
率
が
、
東
南
海
地
震
て

6
0
%
1
7
0
％
程
度
、
南
海
地
震
で
印
％

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
海
地
点
は
、
前
lUl
の
安
政

束
海
地
森
か
ら
約
150
年
発
生
し
て
い
な

い
た
め
、
地
姦
発
生
の
固
期
が
約
100
年

1150
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
い

東
南
海
・
南
海
地
震

［図(6)]津波発生の仕組み 0
津
波
発
生
の
仕
組
み

津
波
は
洵
底
卜
で
地
衷
が
起
こ
り
、

そ
れ
に
伴
う
海
底
の
上
下
運
動
に
よ
り

洵
水
が
上
卜
に
動
く
こ
と
に
よ
り
発
生

し
ま
す
。
【
図
⑥
】

0
津
波
と
風
浪
の
違
い

風
浪
や
う
ね
り
は
海
の
表
面
だ
け
の

迎
動
で
、
波
長
も
数

m
I
数
百
m
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
津
波
は
池
底
か
ら
海
面
ま

で
令
て
の
洵
水
の
動
ぎ
で
す
c

ま
た
、

沖
合
で
は
高
さ
が
数

c
m
1
数
m
な
の
に

対
し
て
、
波
長
は
数
krn1
数
百
k
m
に
も

な
り
非
常
に
長
い
た
め
、
目
視
で
は
観

■津
波
と
は
つ
・

【表①】次の東南海・南海地震の発生確率

長期評価で予想 地震発生

地淫名 した地奏規模
確 率 平均発生 叢近発生

（マグ＝チュード）
lD年 30年 50年 間 隔 時 期

以内 以内 以内

束南海地震
8 l 20% 60%~70% 90% 63 l 
前後 同時 程度 程度 程度

lll 6年
年前

南海地占
8 4 8 5前後 l0% 50% 80 ~ 61 0 
前後 程度 程度 90% 

114 0年
年則

出典：地匹閤査委員会＇海溝邸地匹の長期託価の概要（算｝こ払準 u：半）&20')'1月lU)」

つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

【図⑦］津波の伝播速度と水深の関係

250km/h 110km/h 36km/ 

I遅

一一
浅

叩
U
5
員

i
~

量

9
月
1
日
は
防
災
の
日
。
今
月
号
て
は
東
南
海
・
南
海
地
慧

に
つ
い
て
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ス
ム
や
、
串
本
町
の
被
害
想
定
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
サ
。
地
震
・
津
波
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
も
ち
、
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動
か
取
れ
る
よ
う
普
段
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

東
洵
地
成
が
発
牛
し
た
場
合
、
束
南

海
．
，
囲
海
地
震
か
東
海
地
震
と
lnJ
時
ま

た
は
時
間
五
梵
生
な
ど
連
勁
し
て
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
束

洵
．
束
南
海
・
南
洵
地
震
が
同
叫
に
梵

生
し
た
楊
合
、

M
紅
程
度
の
地
震
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
衣
面
は
十
数
枚
の
プ
レ
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
岩
盤
に
覆
わ
れ
て
い
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
（
洵
側
）

と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
（
砕
側
）

の
境
界
の
こ
と
を

附
海
ト
ラ
フ
と
い

い
ま
す
【
図
②
】
。

束
南
池
・
十
田
海
地

震
は
向
海
ト
ラ
フ

で
発
生
す
る
海
浙

塑
地
震
で
す
。

測
で
ぎ
ま
せ
ん
。

H
で
見
え
る
の
は
目

前
に
迫
っ
て
か
ら
で
す
か
ら
、
そ
の
と

き
に
は
逃
げ
迎
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
池

岸
付
近
て
強
い
揺
れ
を
感
し
た
場
合
や
、

揺
れ
は
小
さ
く
と
も
長
い
時
間
ゆ
っ
く

り
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
直

ち
に
洵
庁
付
近
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
津
波
の
前
に
引
ぎ
潮
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
沖
波
が
来
る
か
ど

う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
に
海
岸
に
出

る
こ
と
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

0
津
波
の
伝
播
（
水
深
と
の
関
係
）

津
設
の
速
度
は
水
深
に
よ
っ
て
泣
ま

り
ま
す
。
沖
合
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
速

く
、
浅
い
と
こ
ろ
で
は
遅
く
な
り
ま
す
。

ま
た
浅
く
な
る
に
従
っ
て
津
波
の
高
さ

は
高
く
な
り
ま
す
。
水
深
⑳
m
で

ジ
ュ
ソ
ト
横
並
み
の
時
速
約
8
0
0
k
m
、
水

深
100m
で
時
速
約
1
1
0
k
m
、
水
深
1
0
m
て

時
速
約
3
6
k
m
に
な
り
ま
す
。
【
図
⑦
】

0
地
形
に
よ
る
津
波
の
高
さ
の
違
い

海
岸
で
の
津
液
の
高
さ
は
、

地
形
の
影
密
を
人
彦
く
受
け
ま

す
3
>
字
堕
の
湾
の
奥
や
、
岬

の
先
端
部
は
津
波
が
虻
中
す
る

の
で
高
く
な
り
ま
す
。
速
浅
の

海
岸
も
津
波
を
成
長
さ
せ
る
効

呆
か
あ
り
ま
す
。
津
波
が
海
岸

を
駆
け
登
る
こ
と
を
「
遡
上

（
そ
じ
ょ
う
）
」
と
い
い
、
と
ぎ

に
は
数
1
0
m
に
及
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

-
※
出
典
（
図
＂
ふ

1
-
T
)

二
和
歌
山
―

一
県
作
成
パ
ン
フ
レ
1

卜
「
東
南
海
一

-:lfl海
地
霊
に

佃

え

よ

う

」

―

【図②】日本周辺のプレート

出典：気象庁ホームページ

■東
南
海
・
南
海
地
震
と
は
つ
・

■東
南
海
・
南
海
地
震

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

市
海
ト
ラ
フ
で
は
、
海
側
の
プ
レ
ー

ト
が
防
側
の
プ
レ
ー
ト
の
卜
ヘ
潜
り
込

ん
で
い
ぎ
【
図
③
】
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト

の
先
端
部
分
が
下
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ

て
、
ひ
ず
み
が
蓄
梢
さ
れ
て
い
ぎ
ま
す

【
図
④
】
。
こ
の
ひ
ず
み
が
限
界
に
迂
し

た
時
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
上
が

り
、
地
震
が
梵
生
し
ま
す
e

【
図
⑤
】

③広報くしもと 9 広報くしもと 9
＇ 
、’
＼
 c
/」
-

9
"
¥
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町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

お
盆
も
過
ぎ
‘
醤
の
上
で
は
も
う
秋

と
い
う
こ
と
で
芍
か
残
暑
な
お
厳
し

い
毎
日
て
す
。

今
年
は
串
本
高
校
野
球
郎
の
活
躍
や

第
4
回
串
本
ま
つ
り
の
盛
リ
上
か
り
、

初
め
て
の
夏
ま
つ
リ
・
歌
ま
つ
り
（
カ

ラ
オ
ケ
）
の
実
施
、
第

30
回
串
本
少
年

剣
道
大
会
で
は
本
州
四
端
協
議
会
を
構

成
す
る
市
町
か
ら
、
下
閑
市
及
び
宮
古

市
の
選
抜
西
塁
手
参
加
を
得
て
記
念
大
会

を
関
催
す
る
な
と
、
串
本
町
に
と
っ
て

大
変
弔
る
い
話
盟
に
満
ち
溢
れ
た
「
夏
」

て
あ
っ
た
と
思
い
ま
百
゜

こ
れ
ら
に
共
酒
す
る
も
の
と
し
て
、

私
た
ち
郷
土
の
先
澁
た
ち
の
歴
史
と
伝

統
に
輝
く
過
去
の
営
み
を
思
わ
す
に
は

お
れ
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
際
、
二
つ
の
ご
と
を
提
案

し
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
閉
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
点
目
は
私
の
還
挙
公
約
の
―
つ
に
、

臀長随趙

松原 繁樹

教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
騨
を
図

り
ま
す
、
と
い
う
項
目
か
ご
さ
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
の
夏
の
串
本
高
校
野
球

部
の
活
躍
や
、
少
年
剣
道
大
会
の
感
リ

上
か
リ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー

ツ
の
活
躍
に
は
串
本
町
の
活
性
化
を
促

す
と
い
う
効
果
と
と
も
に
、
串
本
町
と

い
う
IBJ
名
〔
ふ
る
さ
と
）
そ
の
も
の
を

内
外
に
売
り
出
し
、
発
信
を
寸
る
と
い

う
効
用
が
ご
さ
い
ま
す
。

ま
た
全
国
的
に
有
名
な
民
謡
串
本
節

も
有
し
て
い
る
当
地
方
て
売
り
ま
百
か

ら
、
歌
ま
つ
リ
と
し
て
も
大
い
に
全
国

ヘ
P
R
で
き
る
要
素
が
こ
ざ
い
ま
寸
。

そ
こ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
対
す
る
環

境
整
偽
を
含
む
経
済
的
支
援
体
制
を
呵

く
る
み
て
考
え
て
い
く
組
織
づ
く
り
・

意
識
改
革
で
あ
リ
ま
す
。

二
点
巨
は
、
百
て
に
あ
る
支
援
組
織

や
団
体
等
と
よ
リ
一
層
連
携
を
密
に
し
、

一
体
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
地
域
カ

を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
の
必
要
性
て

あ
り
ま
す
。

日
本
一
を
目
搭
す
IBJ
づ
く
り
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
力
の
向

上
一
体
化
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
に

こ
の
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ヘ
ン
ト
の

数
々
て
あ
リ
ま
し
た
。

苓 串本1BJ

※津波浸水予測、避難場所等につ

いては、全戸配布しています「津

波防災マップ」でご確認ください。

末
海
・
東
南
池
・
南
洵
地
姦
が
同
時

に
発
牛
す
る
と
、
串
本
町
で
は
震
良
6

弱
1
7
の
地
震
動
が

f
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
霊
発
生
後
約
6
1
1
4
分

で
沖
波
第
1
波
の
ピ
ー
ク
が
串
本
町
沿

岸
に
到
送
、
津
波
は
繰
り
返
し
(
6
時

間
以
上
）
紺
続
し
て
来
装
し
、
そ
の
最

大
の
津
波
水
位
は
4
1
9
m
程
度
に
も

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

乎
成
1
6
.
1
7
年
度
に
和
歌
山
県
で
実

施
さ
れ
た
「
和
歌
山
県
地
震
被
害
想
定

調
査
」
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
東
海
・

束
内
淘
・
南
池
地
裳
が
同
時
に
発
牛

(
M
聾
し
た
場
合
、
串
本
町
で
は
、

建
物
の
令
壊
，
焼
失
が
約
1
l
,
-
a
o

0
1
1
2
,
0
0
0
棟
、
死
者
数
が
約

8001900
人
と
い
う
想
定
結
呆
と
な
っ
て

い
ま
す
3 串

本
町
の
被
害
想
定

【
申
込
資
格
】

(l)
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
｀
居
住
を
目
的
と
す
る
者

(2)
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

(3)
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」

第
2
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者

(4)
「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
地
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」

第
2
条
第

1
項
及
び
第
5
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者

【
契
約
上
の
条
件
】

物
件
は
、
現
状
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。
お
申
込
に
際
し
て
は
、

現
地
物
件
を
十
分
こ
確
謬
く
だ
さ
い
。

【
落
札
者
の
決
定
】

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
柚
選
と
し
ま
寸
゜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

）
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串
木
町
役
場
総
合
業
務
課

(
~
o
7
3
5
_
7
2
_
o
o
B
l

内
線

②

場

所

③
提
出
書
類

ー
串
本
町
家
屋
付
き
町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

一

串
本
町
で
は
、
町
所
有
の
次
の
家
屋
付
き
土
地
の
売
り
払
い
を
行
い
ま
す
。
購
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
｀
応
募
方
法
に
従
い
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
総
合
業
務
課
ヘ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
売
却
物
件
の
所
在
】

串
本
町
西
向

5
0
2番
励
ー

士
地
．
宅
地
ー

2
1
9
9
E

家
屋
．
居
宅

4
8
2
6
a
m

木
造
・
瓦
晉
•
平
屋
建

【
売
却
価
格
】
家
屋
付
き
町
有
地

【
申
送
受
付
】

り
日

想定条件

0想定地展

東海・東南海・内海地霊lnl昧発生 (M8.6)

0時刻及び季節

冬 5時：多くの人が口宅て就寝l|Iであり、火気の

使用か少ない時間帝

冬18時：炊事や暖房で火気の使用頒度が高くなる

季節・時間苫

及12時：海岸沿いには多くの海水浴客が集まり、

巾街地などにも通勤・通学している人や

買い物客筈が集まっている季節，時1馳J骨

■震度分布図

■串本町の建物全壊・焼失予測結果

平
成
20年
9
月
16日
（
火
）

1
9月
26
日
（
金
）

午
前

8
時

30分
1
午
後

5
峙
ま
で

※
上
日
・
祝
祭
日
を
除
く

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
総
合
業
務
課

0
住
民
票

0
家
屋
付
き
町
有
地
購
入
申
込
書

※
申
込
書
は
占
座
分
庁
舎
総
合
業
務
課
及
び

役
場
本
庁
舎
住
民
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

金4080778円

現況 地室動 液状化 がけ崩 津波 火災による 総数（主壊焼矢） （主壊焼矢率）

建物数 による による れによ による 焼失〔棟〕 〔棟） 〔％〕

全壊 全壊 る全壊 全壊 冬
夕一

要
夕- 冬 要

文一
冬 夏

〔棟〕 〔棟〕 〔棟） 〔棟〕 〔棟） 5時 18時 12時 5時 18時 12時 5時 18時 12時

20,576 8,143 159 24 3,924 60 4,010 100 10,551 ll, 950 10,572 51 3 58 l 51 4 

※要因別の仝埃棟数を重校処理して総数を算出していますのて、「詫数」と「要因別の仝壊棟数の合~t」は一孜しません。

■串本町の要因別死者数予測結果
建物倒壊による

死者数〔人〕

人口

津波による

死者数〔人〕

がけ崩れによる

死者数〔人）

火災による

死者数〔人）
死者の総数〔人）

冬

5時

冬

18時 寺

要

28
• 
冬

5時

冬

18時

夏

12時

冬

5時

冬

18時 寺

夏

囲
• 
冬

5時

冬

18時 寺

要

28
• 
冬

5時

冬

18時

夏

12時

21,429 510 423 378 298 357 534 23 803 798 9 l l 

※安因別の死者祓を重複処列して総薮を笞出していますので、 1総数」と＇娑因別の死者薮の合計」は 致しません，｝

出典： 1tll歌111県地需骰者想定調査報告吉 1概安版）」（半成18年3月和歌1廿県）

⑥広報くしもと 9 広報くしもと 9
＇ 
、’
＼
 -4―
 

9
"
¥
 



文化センターで行われた「サマーバンドライプ2008」

「海水浴まつり」ではあさり拾い（上）やフラタンス披露（下）

などの催し物が行われました。

「巡視船体験航海」では子どもたちがウミガメ

について見たり、触ったりしながら学んだ後、

船上からウミガメを放流しました。

町立体育館で行われたヒンゴゲーム大会（上）

文化センター前駐室場ではふれあい広場（下段左）、や

鮎のつかみ取り（下段右）が行われ、多くの人出で賑わ

いました。

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
―甲
4
回
串
本
ま
つ
り

7
月
2
0
H
（
日
）
か
ら
8
月
3
日
（
日
）
の
期

間
、
第
4
回
串
本
ま
つ
り
が
間
催
さ
れ
、
町
内
各

所
で
椋
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7
月
20
日
（
日
）
は
串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
サ
マ
ー
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
」
が
午
後
か
ら

間
催
さ
れ
、
9
組
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
に
よ
る
音

楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7
月
2
7
日
（
日
）
は
午
前
中
、
低
杭
海
水
浴
場

に
て
「
海
水
浴
ま
つ
り
」
を
間
併
。
洗

T
狩
り
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露
、
宝
探
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
海

水
浴
客
な
ど
多
く
の
参
加
者
で
販
わ
い
ま
し
た
。

8
月
2
日
（
土
）
は
夕
方
か
ら
串
本
ま
つ
り
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
町
民
総
お
ど
り
の
タ

べ
」
・
「
花
火
大
会
」
が
間
併
さ
れ
ま
し
た
。
「
町

民
総
お
ど
り
の
タ
ベ
」
て
は
、
参
加
者
か
串
本
節

保
存
会
の
演
奏
に
あ
わ
せ
、
消
防
著
裏
の
町
道
約

260m
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

お
ど
り
終
［
後
、
串
本
漁
港
で
行
わ
れ
た
花
火

大
会
で
は
、
約
一
千
万
百
発
の
＂
化
火
が
伎
空
を
彩

り
ま
し
た
。

8
月
3
日
（
日
）
は
朝
か
ら
串
木
町
文
化
セ
ン

タ
ー
や
町
訂
休
育
館
で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
「
帖
の
つ
か
み
ど
り
」
等
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
串
木
海
上

保
安
署
の
協
力
に
よ
り
「
巡
視
船
休
験
航
池
」
が

串
本
近
海
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑰広報くしもと 9 広報くしもと 9
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今回剣道大会に出場した宮古市・下関市の選抜選手

団体戦で串本少年剣道クラプと対戦する下関市選抜チーム

轟ヘル
シ
ャ
伝
統
音
楽
隊
カ
ラ
ヴ
ァ
ー
ン

宮
古
市
・
下
関
市
選
抜
選
手
が
串
本
少
年
剣
道
大
会
へ

本
州
四
端
ス
ポ
ー
ツ
交
流

8
月
10
日
、
串
本
町
立
休
育
館
で
行
わ
れ
た
、
第
叩
回
串
本
少
年
剣
道
人
会
へ
、

岩
千
県
宮
古
市
と

111nIR小
下
関
巾
の
中
学
牛
男
子
が
参
加
し
、
本
州
四
端
の
う
ち

の
3
市
町
が
剣
道
を
通
し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

本
州
最
南
端
に
あ
る
出
本
町
は
、
他
の
本
州
の
端
に
あ
る
青
森
県
大
間
町
・
岩

手
県
宮
古
市
・
山
口
県
下
関
市
と
と
も
に
「
本
州
四
漏
協
議
会
」
を
構
成
し
て
お

り
、
観
光
拡
興
を
は
じ
め
と
す
る
各
巾
町
の
地
域
祈
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
交
流
市
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
下
関
市
が
中
学
生
男
十
団
体
の
部
・
個
人
の
部
て
と
も
に
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
宮
古
市
・
下
関
ぃ
巾
の
合
同
チ
ー
ム
も
、
中
学
生
男
了
団
休
の
部
に

参
加
し
、

3
位
入
賞
を
呆
た
し
て
い
ま
す
。 9 9―--

古座高校吹奏楽部は懐メロメドレーなどの演奏で会場

を盛り上げました。

ペ
ル
シ
ャ
伝
統
音
楽
隊
の
演
奏

急¢心

ぎi}遺W伍心
こー・ヽ • 9 戸 -こ；ょ：＇

璽

ヽ
“
 

と
凸麟
ピ
~’

参
加
者
と
一
緒
に
焼
き
そ
ば
を
担
理

す
る
松
原
町
長

熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
タ
ベ

河
内
祭
の
本
祭
が
行
わ
れ
た

7
月
2
5
日

の
夕
方
よ
り
、
古
座
川
河

nの
古
即
漁
港

広
場
に
お
い
て
「
熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭

の
タ
ベ
」
が
間
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で

4
M
日
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
山
庫
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、

古
座
高
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
よ
さ

こ
い
趾
り
、
中
本
節
保
存
会
や
地
区
の
皆

さ
ん
に
よ
る
民
謡
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
見
物
客
の
拍
手
と
歓
声
に

勺
」
ま
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
花
火
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
代
表
団
が
串
本
町
を
訪
問

ト
ル
コ
共
和
国
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町

7
月
川
日
か
ら

8
月
5
日
ま
で
の
期
間
、
姉
妹
都
巾
提
携
を
結
ん
で
い
る
ト
ル

コ
共
利
国
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町
の
代
表
団
4
名
が
串
本
町
を
訪
れ
、

8
月
1
日
に
は
串

本
町
役
場
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
ま
た
代
表
団
は
串
本
町
議
会
議
員
と
の
懇
談

会
に
参
加
。
ト
ル
コ
の
行
政
や
議
会
に
つ
い
て
、

IHJ
議
会
議
員
か
ら
質
間
が
寄
せ

ら
れ
た
他
、
文
化
や
経
済
父
流
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
2
日
は
、
押
野
綺
の
ト
ル
コ
軍
艦
遭
難
慰
霊
碑
を
訪
れ
、

1
1
8
年
薗
に

遮
帷
し
た
殉
職
将
十
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
慰
需
碑
に
献
＂
化
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
代
衣
団
は
夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
串
本
ま
つ
り
に
参
加
。
串
木
節
お

ど
り
の
行
列
に
加
わ
る
な
ど
串
本
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

6
 

L

」-:

樫
野
崎
の
ト
ル
コ
軍
艦
遭
難
慰
霊
碑
へ
献
花
を

行
う
ラ
デ
ィ
・
セ
ン
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町
長
（
右
）

み
ん
な
で
楽
し
く
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー

障
害
児
者
父
母
の
会

8
月
1
日
、
潮
仰
青
年
の
家
に
お
い
て
、
障
害
児
者
父

母
の
会
（
地
、
土
春
美
会
長
）
主
催
の
「
品
了
の
隻
い
」
か

間
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
お
昼
の
ハ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、

松
原
町
長
が
会
場
を
訪
れ
、
や
き
そ
ば
を
調
理
し
て
約
50

名
の
参
加
者
に
振
耕
い
ま
し
た
。

地
土
会
長
は
「
こ
の
会
の
参
加
者
が
向
齢
化
し
て
い
る

こ
と
が
―
つ
の
悩
み
だ
が
、
了
ど
も
た
ち
は
こ
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今
後
も
ず
っ
と
続

け
て
い
誉
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
し

7
月
22
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ペ
ル

シ
ャ
伝
統
音
楽
隊
カ
ラ
ヴ
ァ
ー
ン
に
よ
る
「
ペ
ル

シ
ャ
の
風
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
佃
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ト
ン
バ
ク
と
い
う
太
鼓
や
サ

ン
ト
ゥ
ー
ル
と
い
う
り
弦
楽
器
な
ど
、
珍
し
い
伝

統
楽
器
か
ら
奏
で
ら
れ
る
音
楽
に
、
訪
れ
た
観
客

は
熱
心
に
問
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

串
本
町
の
沿
戸
海
域
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
条
約
が
刊
定
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー

ル
は
ペ
ル
シ
ャ
（
イ
ラ
ン
）
に
あ
る
都
市
て
す
。

串本節・古座橋小唄・古座川音頭など会場では

多くの方々が踊りを楽しみました。
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保健センター 9月の行事予定は下記のとおりです。

※他診等についてのお 1|I し込み•お間い合わせは、
保健センター（ff0735-62-6206) まで。

【成人関係】

健康相談

実施日 受付時間 会 滉

900-1000 江田区民会館
9月］日（月）

l030-1130 田並公民館

900~1000 大島開発紛合センター
9月2日（火）

I030~1130 出雲公民館

9月8日（月） 1300-1500 保健センター2階

900~1000 有田公民館
9月12日（金）

I0.30 ~ II.30 二色集会所

930-1030 津荷老人憩の家

9月24日（水） 1300-1400 古田毒年クラブ

1430-1530 田原山村交流センター
健康埴進法による集団健康診査の申し込みについて

ります） 

献血

日時

9月3日（水）
lo.00~16:00 

湯 所

矢含甚兵衛様駐車場（ライオンズ後援）

個別がん検診について

7月1日（火） ～ 9月30日（火）で実施。詳しくは

保健センターヘ（町内医療機関にて）

【乳幼児関係】

乳幼児健診

日 時 塩所 内 容

9月4日（木） 保健センター l歳6ヵ月児及び
13 00-14 00 2階 2歳6ヵ月児健診

9月ll日（木） 保健センター lOヵ月児～ 1歳児健診13 00-14 00 2階

9月25日（木） 保健センター 4ヵ月児健診＆
13.00-13.30 2階 BCG接種

9月25日（木） 保健センター 6ヵ月児健診13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種

日時 内容

9月2日（火） 三種混合
13 10~ 13 40 1期初回

9月9日（火） MR（麻しん
13 10-13 40 風しん混合）

9月17日（水） 三種混合
12 40~13'10 1期追加

9月25日（水）
BCG 13 00-13 30 

名種教室

日時及び内容

9月9日（火）］o:oo-
ひよこひるは
(6ヵ月～1歳児）

9月19日（金）］o:oo-
ちびつこひろば
(2-3歳児）

J)生活保護を受けている方 (40歳以上）
.:2）上記以外の40歳以上て保険の切り替え等て特

対象者 定健診の対象外の方
※受診対象者かどうかは、保健センターにこ相
談ください。

自己負担命 500円（生活保護の方は無料）

問診医師による診察身体計測
基本の健診 腹囲測定血圧測定検尿血液検

内 容 査

詳細な健診 苔血検資（該当者）のみ

・肝炎ウ 9ルス検杏（今年

※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓「1にお巾し出ください。

よろこび

かなしみ

◇麻しん風しん混合予防接種について◇

平成19年にlO・ 20代を中心とした年齢層で麻しんが流行し、社会的な問題となり、国は過去に麻しんの予防
種を 1回しか受けていない年代である高校3年生相当（第4期）の方に2回目のワクチン定期接種（無料）
の機会が設けられました。当町においては下表のとおりです。

平成 2年:``〗門）El生まれ 1ニニI 接::JlI ｛固二
就職や進学でごれから移動を寸る機会も増え、人と接寸る聰業に就く万や進学先で実習への参加の際

には、はしか（麻しん）に対する免疫を持っていることが条件となることがあります。

この機会に2回日の接種を受けてはしかにならないようにしましょう-;----- j 

寒佃川 岡
川越地

綾美シ
幸智ゲ
千代ヨ

69 69 55 93 

串

本

串

本
神
野
川

串

本

ご
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

:）I 

大

野

剛

嗣

（
博
多
久
美
子

有須

U]江

’ 
闘i［襟
努
真

紀

高須

宮/_[

西

山

直

樹

潮
峻
火
＇
牛

赤
坂
ふ
み
よ

安

井

良

雄

西

照

芙

茶

谷

モ

ト
へ

靡

テ

ル

ヨ

矢
野
か
づ
わ

東

幡

芙

石

尾

涼

子

山

嶋

紀

男

小
芝

健

三

煎

之

長

夫

谷

端

省

ギ

奥
田
須
美
香

大

森

澄

子

前

田

炭

矛

山
木

利

平

竹

山

毅

F
馬

茂

子

60 87 87 72 87 86 89 73 75 85 60 79 91 80 lOl 82 98 91 73 60 

西古古西古田 巾 サ串 二 有串串瀾潮須有 w潮田
そ 野

向 IJJ座 向 Ill原湊合本色 Ill本木 川 岬 江 田並岬並

「この宝く じの収益金は市町村の甲るいまち

づくりや環境対策高齢化対策など地域住民

の福祉向上のために使われます。」

財団法人和歌山県市町村振興協会

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

(7月受付分敬称略）

大徳洋良優哀

作之子 一 介司

〈出
生
児
氏
名
〉
（
届
出
人
〉
〈
地

区
〉

み

く

川
ヒ

美

紅

片

岡

広

加
ま

ほ

ギ

原

麻

帆

な

っ
•

堀

夏

妃
れ

の

束

怜

音
ゅ

田

川

優

衣

和出出潮潮出

深雲雲岬 岬 実

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

．
i

J

ざ
い
ま
す

噂麟箇瞬鵬圃』
9月1日は 「防災の日」、
8月30日～9月5日は「防災週間」です。

◎台風・地震 ・津波なと災害時における

被害軽減への備え充実強化を！

串本町総務課防災対策室

，，ヽ•-------------------------------------------、ヽ

10月 1日よ り国民生活金融公庫は、中小

企菜金融公血、牒林淮業金謙公I車，国際
協力銀行と統合し、

「株式会社日本政策金融公庫」

となります。統合後も業務杓容は変わり

ません。

‘-------------------------------------------•”吟』

8 月 •9 月・ 10月は

農地バトロール強調月間です。

かけがえのない農地を守り活かしましょう。

和歌山県農業会議・串本町農業委員会

⑪広報くしもと 9 広報く しもと 9⑩
 



一
n]募
串
本
町
で
は
次
の
と
お
り
乎
成
21
年

度
採
用
職
員
を
勢
集
し
ま
す
。

烹
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①

一

般

事

務

職

5

名

②
一
般
事
務
戦
（
身
休
障
害
者
）
1
名

※
た
だ
し
、
身
体
陪
害
者
で
採
用

f
定

者
に
該
当
な
ぎ
場
合
は
一
般
中
務
職

に
含
め
ま
す
。

③
上
本
技
術
載
又
は
電
気
技
術
職
ー
名

④

保

健

師

1

名

マ
受
験
資
格

高
等
学
校
卒
菜
程
度
以
卜
の
学
力
を
在

し
、
賦
種
ご
と
に
次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
一
般
事
務
職

•
昭
和
5
3年
4

月
2

日
か
ら
半
成
3
年

4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方

②
一
般
串
務
職
（
身
体
障
害
者
）

•
昭
和
侶
年4
月
2

日
か
ら
半
成
3
年

4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方

吉
に
明
記
し
、
必
変
書
類
を
整
え
、
串

本
町
役
場
総
務
謀
へ
提
出
し
て
く
た
さ

い
。
祁
送
の
場
合
、
必
ず
書
留
郵
便
で

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
履
歴
書

在
中
」
と
朱
吉
き
し
、
「
〒
6
4
9
|
3

5
9
2
和
歌
山
県
束
牟
雙
郡
串
本
町

串
木
1
8
0
0
番
地
串
木
町
役
場
総

務
課
宛
」
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

期
間
の
晟
終
日
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
c

※
直
接
打
参
の
場
合
、
受
付
時
開
は
午

袖
8
時
叩
分
1
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
。

▼
合
格
発
表

試
咳
結
果
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

マ
採
用
予
定
日

平
成
21
年
4
月
1
日
予
定
。
た
だ
し
、

保
健
帥
の
資
格
取
得
見
込
み
者
は
資
格

取
得
後
と
し
ま
す
。

マ
そ
の
他

①
串
本
町
戯
員
採
用
試
験
に
中
し
込
み

を
さ
れ
た
方
で
、
第
一
次
試
験
案
内
遥

知
が
平
成
20
年
1
0
月
2
日
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
串
本
町
役
場
将
務
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
交
通
費
に
つ
い
て
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

マ
試
験
に
閲
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

串
木
町
役
場
総
務
諜

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
 

〔
内
線

3
2
5〕

集

て
、
自
力
て
通
勤
が
で
彦
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能
な

カ
で
、
次
の
要
什
を
今
て
満
た
す
カ

ア
身
休
障
宮
者
予
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

イ
活
字
印
間
文
に
よ
る
出
題
に
対
応

で
ぎ
る
方

ウ
介
助
、
介
護
者
な
し
で
受
験
可
能

な
方

③
土
木
技
術
職
又
は
電
気
技
術
職

•
昭
和
4
8年
4
月
2
H

か
ら
平
成
3

年

4
月
1
日
ま
で
の
間
に
牛
ま
れ
た
カ

て
、
土
木
技
袖
職
に
つ
い
て
は
上
木

の
専
門
課
程
を
、
電
気
技
術
職
に
つ

い
て
は
電
気
の
内
門
諜
程
を
そ
れ
ぞ

れ
履
修
し
た
方
（
履
修
見
込
み
を
合

む。）

④
保
健
師

•
昭
和
4
8年
4
月
2
H

以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る
カ

又
は
中
成
21
年
3
月
3
1
H
ま
で
に
行

圃

お
知
ら
せ

和
歌
山
県
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
了
ど
も
の
人

権
llO
番
」
を
開
設
し
ま
す
。

ァ

日

時

9
月
8
日
（
月
）

1

9
月

1
4
H
(
n
)

午
前
8
時
3
0
分
1
午
後
7
間

（
た
た
し
、
土
曜•H
曜
は
午
前
1
0
時

ー
午
後
5
時）

※
無
料
で
電
話
柘
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ァ
電
話
番
号

6
0
1
2
0
|
0
0
7
|
1
1
0
 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

6
0
7
3
|
4
2
5
a
|
2
7
0
4
 

和
歌
山
地
力
法
務
局
人
梓
擁
渡
委
員

完
内
）
て
相
談
内
容

①
い
じ
め
・
休
罰
・
登
校
拓
白
・
了
ど

も
の
虐
怜
な
ど
、
子
ど
も
の
人
栓
に
関

わ
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
了
ど

も
の
人
権
専
門
委
日
が
軍
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

連絡先

わ
れ
る
同
家
試
験
に
よ
り
保
健
帥
免

許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
。

※
た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
各

り
の
．
に
該
甘
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

マ
必
要
書
類

①
戸
筆
腹
歴
書
（
巾
販
A
4
サ
イ
ズ
）

※
腹
歴
書
に
添
付
す
る
写
真
は

•
中
し
込
み
煎6
ヶ
月
以
内
に
撮
影

・
ト
丁
身
・
脱
帽
・
布
血
向
ぎ

・
縦
4
c
m
•
横
3
c
m
程
度
の
も
の

②
最
終
学
校
の
卒
業
誦
明
古
（
一
笠
茉
証

書
の
写
し
可
）
、
又
は
卒
業
見
込
証
明
害

③
資
格
免
許
占
の
[IJ
し
（
土
木
技
術
職
、

屯
気
技
術
職
及
ひ
保
険
帥
希
叩
の
有
資

格
者
）
【
次
試
験
合
格
者
の
み
】

①
串
木
病
院
・

rLJ即
川
柄
院
又
は
国
公

立
病
院
の
健
康
診
断
古

※
第
次
試
験
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
郵
送
可
）

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直
接

会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で
ぎ
ま
す
。

③
9
月
1
5
日
以
降
も
、
月
曜
日
か
ら
金

瞳

n
（
祝
日
は
除
く
。
午
前
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
5
時
1
5
分
）
ま
で
詞
じ
電
話

番
り
で
常
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
休
日
及
び
夜
間
は
留
守
番
電
話
に
な

り
ま
す
。
）

新
宮
公
址
役
場
て
は
次
の
と
お
り

「
H
曜
・
皿
料
公
証
法
律
柑
談
」
を
開

併
い
た
し
ま
す
3

ア

日

時

9
月
2
1
H
（日）

午
前
9
闊
ー
午
後
―
3

時

マ

場

所

祈
宮
公
証
役
垢

マ
相
談
員

公

証

人

中

村

司

て
相
談
内
容

遺
二
？
杞
続
・
離
婚
・
子
の
蓑
育
費
・

灯
金
分
割
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
家

放
の
扶
差
・
任
息
後
見
（
高
齢
者
等
の

財
芹
秤
理
）
・
土
地
建
物
の
賃
貸
借
・

令
銭
の
貸
借
・
先
買
．
贈
与
・
倍
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
柿
の
契
約
・
尊

※
健
康
診
断
古
の
用
紙
は
一
次
試
験
合

格
者
に
送
付
し
ま
す
c

「
試
験
の
日
時
・
場
所
・
内
容

0
第
一
次
試
験

•
平
成
2
0灯
1
0
月
1
9
日
（
日
）

午
前
8
防
3
0
分
か
ら

・
串
本
町
役
場
本
庁
舎
を
予
定

・
教
先
試
験
、
串
務
雌
性
検
査
、
専
門

試
験
（
土
木
、
電
気
、
保
健
師
）

※
竿
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
3

0
第
一
次
試
験

•
平
成
2
0年
1
1
月
中
匂
ー
下
句
の

H
曜

H

・
出
本
町
役
場
本
庁
舎
を
予
定

・
作
文
、
面
接
試
験

※
訂
細
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
追

知
い
た
し
ま
す
。

マ
受
付
期
問
及
び
申
し
込
み
方
法

乎
成
20
年
9
月
3
日
（
水
）

1
平
成
20
年

9
月
1
7
日
（
水
）
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝

H
を
除
く
）
に
、
希
竿
職
秤
を
戚
歴

厳
死
宜
―
-
[
．
会
社
定
款
な
ど

マ

予

約

半
日
に
電
話
で

f
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

乎
日
（
月
曜
1
金
曜
）
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

新
宮
公
訴
役
場
（
公
証
人
中
村
司
）

新
宮
市
緑
ヶ
斤
2
丁
目
1
番
31
ロ
勺
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル

3
階）

r
0
7
3
5
|
2
1
|
2
3
4
4
 

収

0
7
3
5
|
2
l
|
2
3
7
8

9
月
20
日
の
虚
＇
の

n」
を
記
念
し
、

多
く
の
人
に
和
歌
山
県
の
空
の
玄
閃
で

あ
る
南
紀
白
浜
空
港
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
「
中
の

H
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8
」

を
開
催
し
ま
す
3

烹
開
催
日
時

平
成
20
年
9
月
20
日
（
ー
）

午
前
11
閲
か
ら
午
後
4
閲

烹
開
催
場
所

南
紀
白
浜
空
港
（
西
牟
婁
郡
白
浜
町
）

マ
入
場
等

入
瑞
料
は
皿
料
で
す
3

駐
申
場
は

ID'田

串

古

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター
(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内

（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http//www.lown.kushimolo.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimolo.wakayama.jp 

学

生

串

⑬広報くしもと 9 広報くしもと 9
＇ 
、’
入

2
~
 

9
"
¥
 



9]国国国口国国
日躍 行車肉容（時間） 場 所 主管課等

※各種健診健康相談予

防接種ひよこ広場ちび

っこ広場一般献血など

のEl程については、 ll
ページの「保健センター

だより」をさ覧ください。

7日 敬急フェア オークワ串本店 消防署

(9 30~12 00) 

ll木 人権行政相談 串本町文化センター 住民課

(13 30~15 30) 

ll木 行政相談 占座福祉センター 住民課

(13 30~15 30) 

25木 人権行政柑談 田並公民館 住民課

(13 30~15 30) 

紀
白
浜
空
港
跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼

内

容

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
曲

技
飛
行
、
航
空
機
展
―
小
、
小
刑
機
遊
覧

飛
行
無
料
招
待
（
事
別
申
込
必
翌
、
笞

制
塔
見
学
会
（
事
前
申
込
必
要
）
、

J

A

L
航
＇
匹
教
完
（
事
＂
則
申
込
必
要
）
、
平
港

で
側
く
中
の
展
ホ
、
お
交
し
み
抽
選
会
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
多
薮

マ

主

催

南
紀
白
浜
や
港
「
平
の
日
」
記
念
事
業

実
行
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

南
紀
白
浜
や
港
特
埋
中
務
所

6
0
7
3
9
|
4
2
|
2
3
4
8
 

0
ホ
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ー
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h
t
t
p
:
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w
w
w
.p
r
e
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w
a
k
a
y
a
m
a
.
l
g
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p
/
 

p
r
e
f
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/
0
8
0
5
0
0
1
 s
h
i
r
a
p
 1
i
n
d
e
x
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t
m
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海
卜
保
安
庁
で
は
、
9
月
12
日
を
水

路
記
念
日
と
定
め
各
種
行
中
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
下
里
水
路
観
測
所
に
お
い

て
も
、
そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
次
の

と
お
り
施
設
の
一
般
公
間
を
行
い
ま
す
。

▼

日

時

平
成
20
年
9
月
12
日
（
金
）

田

今
月
の
納
税

ァ

税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
6
期）

〇
介
護
保
険
料
（
第
6
期）

▼
納
期
限

9
月
30
日
（
火
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
閃
す
る
お
閲
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ
。

13
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら
午
後
9
時

T
場

所

卜
甲
水
路
観
測
所

T
内

容

池
上
保
安
党
務
の
紹
介
、
観
測
所
内
の

機
器
の
説
明
、
人
工
衛
星
レ
ー
ザ
ー
測

距
観
測
の
実
演
等

T
お
問
い
合
わ
せ
先

卜
甲
水
路
観
割
所

6
0
7
3
5
3
|
5
3
8
|
0
0
8
4
 

0
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
l
.
k
a
i
h
o
.rnlit.go
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p
/
K
O
 

H
o
乙
r
n
o
s
a
t
o
/
j
a
p
a
n
c
s
c
/
 i
n
d
c
x
.h
t
r
n
 

t

巡
回
相
談

発
達
降
害
と
は
、
脳
の
機
能
怜
害
が

肱
因
と
い
わ
れ
、
広
汎
性
発
逹
障
宮
（
自

閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
カ
ー
荊
候
群
等
）
、
注

意
欠
陥
多
動
忙
症
仮
群
、
学
習
恥
害
が

あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら

い
、
落
ち
倍
き
が
な
い
、
村
会
的
な
マ

ナ
ー
が
身
に
つ
含
に
く
い
な
ど
の
行
動

は
、
本
人
の
努
力
の
無
さ
や
視
の
育
て

方
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
性
を

戸
し
く
坪
解
し
、
個
々
に
あ
っ
た
閃
わ

り
を
持
つ
こ
と
で
様
々
な
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
n
J
能
で
す
。

和
歌
山
県
発
達
向
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス
」
で
は
、
発
達
障
害

の
理
解
、
了
{Fl
て
、
問
題
行
勁
な
ど
、

発
迄
障
宮
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
東
牟
妻
国
域
の
方
を
対
象

に
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼

対

象

発
逹
障
害
者
ご
木
人
や
ご
家
族
、
支
援

者
等
て

場

所

祈
宮
保
饒
者
串
木
支
所

ァ

日

時

奇
数
月
第
2
木
瞳

n

(
9
月
1
1
H
1
1
月
認

n
半
成
21
年

1
月
8
日

3

月

12
日）

※
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、

l
前
10
時

か
ら
ー
後
3
時
の
間
で

1
件
1
時
間

▼
お
申
し
込
み
•
お
問
い
合
わ
せ
先
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毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
7
月
か
ら

8
月
に

か
け
て
は
何
か
と
イ
ベ
ン
ト
か
多
く
、
撮
影

す
る
[
I
J
十
只
の
数
も
気
が
つ
け
ば
す
ご
い
枚
数

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
使
っ

て
い
る
広
報
の
カ
メ
ラ
は
デ
ジ
タ
ル
一
限
レ

フ
の
カ
メ
ラ
で
す
の
で
、
失
敗
を
気
に
せ
ず

に
ガ
ン
ガ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
れ
る
の
で
す

が
、
調
了
に
乗
り
す
ぎ
る
と
、
後
て
写
頁
の

選
別
に
と
ん
で
も
な
い
労
力
を
安
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
今

の
広
叩
作
成
の
た
め
に

コ
し
―
-
＝
口
回

集

後

振

っ

た

写

更

の

枚

数

は

、

約

編

―

―

千

一

白

枚

で

し

た

e
(
T
)

一震地の売買（賃借）や転用には、次のような許可が必要です。

・烹地を芭地のままて所有権の移転や古惜権の設戸等をする垣合

→【農地法第3条許可l
・自分の腰地を農地以外のもの（宅地、駐車塩等）にする塩合

→【膜地法第4条許可】
・巴地を喪地以外のもの（宅地、駐車場等）にするとともに、売宮、

日貸借等の権利移勁をする塩合

→【農地法第5条許可】
許可を受けすに売自転用等を行った塩合は、農地法浬反となり、

歴正摺醤としてエ車の中止や原状回湮なとの霰しい窃則が適用さ

れることかありますのて、必す許可申話の手続きをして、申話ど

おり転用してくださし＼。なお、 11lJか農業を振興させるために設定

した区域内 環菜振興地域の喪用地区域）にある意地については、

特に厳しく歴地以外への転用か制限されていますのて、転用手続

きの前に烹用地区域から除外する手続きか必要となります。詳細

については、役場商工；；林課内 ；；業委貝会玉務屈へお問い合わ

せください。

◇問い合わせ先商工農林課合62-0555内線342

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

今年の火災・救急件数
-8月1日現在一

火災件数

建物 8件

林野 0件

その他 2件

合言t 1 0件

救急件数

交通 44件

急病 42ワ件

その他 195件

合計 666件

火災のない住みよい豊かな町づくり

［広告］町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

⑲広報くしもと 9 広報くしもと 9 へか
~
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¥
 



7月25日（金）には熊野水軍古座河内祭のタベで、 8月2日（土）には第4回串本まつりで花火大会が開催
され、夏の夜空を色鮮やかな花火が彩り、観客を魅了しました。（関連記事はP.6~P. 8) 
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熊野水軍古座河内祭のタベ花火大会 串本まつり花火大会
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熊野水軍古座河内祭のタベ•第 4 回串木まつり花火大会開催にあたり、

多くの皆さまにご協カ・ご寄付を賜り、誠にありがどうござしヽました。皆

さまのご厚意に対し、感謝申し上げますどどもに厚く御礼を申し上げます。

熊野水軍古座河内祭のタベ実行委員会・串木まつり実行委員会

【広告】町収入の一部と寸るため有料広告を掲載していまg。

古座町役場



